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　本町で初めてとなる公私連携幼保連携型認定こども園「坂
田こども園」の開園式・入園式が行われ、３～５歳児の計108
名の園児が入園しました。
　坂田こども園は、これまでの町立坂田幼稚園の教育方針と
園舎・園庭を引き続き活用しながら、学校法人大庭学園が設
置・運営を行います。
　崎原町長は開園を祝い「小学校や地域、保護者と連携しなが
ら、『こどもを第一に』考える坂田こども園をともに作り上げ
ていきます」とあいさつをしました。
　引き続き行われた入園式で仲

なか
ていきます」とあいさつをしました。

なか
ていきます」とあいさつをしました。

吉
よし

美
み

奈
な

子
こ

園長が「みんなで元
気いっぱい楽しみましょう！」とあいさつすると、園児たちは
大きく元気な声で返事をしていました。

【施設概要】
運 営 法 人　学校法人 大庭学園
所　在　地　西原町字翁長626番地の1
定　　　員　135名 （教育認定38名・

保育認定97名）
開 園 時 間　7時15分~19時15分
休　園　日　日曜、祝日、慰霊の日、年末

年始
給　　　食　外部搬入（アレルギー除

去食対応可）

　地域や保護者に支えられ、これまでおよそ6,000人の園児が巣
立った町立坂田幼稚園は、子育て世代の保育ニーズの高まりや幼
児教育環境の更なる充実を図るべく、令和５年３月をもって閉園
となりました。
　昭和29年、２園目の西原村立幼稚園として現在の翁長地域に創
立された坂田幼稚園は、「かしこい子」「やさしい子」「つよい子」
を教育目標に掲げ、遊びを通した学びの中で小学校就学に向けた
基礎的な力を育み、多くの「坂田っ子」を輩出してきました。
　3月15日に行われた、坂田幼稚園としての最後の卒園式で、崎
原町長から卒園する74人の園児に向け「坂田幼稚園は、町立の４
つの幼稚園の中で最も園児の数が多く、お友達や教育環境に恵ま
れた幼稚園です。多くのお友達や先生方と過ごせた坂田幼稚園で
のたくさんの思い出は、きっとみなさんの一生の宝ものになると
思います」とあいさつをしました。
　68年にわたり、坂田幼稚園の運営にご協力いただいた地域・保
護者の皆様、また、子どもたちの健やかな成長を支えてくれた歴
代の先生方に「心からのありがとう」をお伝えし、坂田幼稚園は幕
を下ろしました。
※坂田幼稚園は、令和５年４月１日から「坂田こども園」に移行しました。

坂田こども園が開園しました！ 68 年間の思い出をありがとう！
坂田幼稚園 令和 5 年 3 月閉園4月1日土
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「
西
原
は
激
戦
地
だ
っ
た
」
と
い
う
話

は
、
西
原
町
で
育
っ
た
方
な
ら
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
沖
縄
戦
当
時
の

西
原
は
ど
う
い
う
状
況
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

昭
和
二
〇
年
、
米
軍
は
、
三
月
二
六
日

に
慶
良
間
諸
島
へ
、
四
月
一
日
に
は
沖
縄

本
島
の
北
谷
・
読
谷
の
海
岸
か
ら
上
陸
し

ま
し
た
。
こ
の
時
、
日
本
軍
は
、
水み

ず

本
島
の
北
谷
・
読
谷
の
海
岸
か
ら
上
陸
し

み
ず

本
島
の
北
谷
・
読
谷
の
海
岸
か
ら
上
陸
し

水み
ず水
際ぎ

わ

で

の
交
戦
を
避
け
、
首
里
城
地
下
の
軍
司
令

部
を
中
心
と
し
て
、
浦
添
―
宜
野
湾
―
西

原
―
中
城
の
丘き

ゅ
う

陵り
ょ
う

地
帯
に
陣
地
を
敷
き
、

持
久
戦
に
備
え
て
い
ま
し
た
。
米
軍
は
上

陸
開
始
か
ら
八
日
後
に
は
日
本
軍
司
令
部

を
目
指
し
て
宜
野
湾
の
嘉
数
を
始
め
と
し

た
、
日
本
軍
の
主
要
陣
地
へ
と
進
出
し
て

き
ま
す
。

西
原
に
は
、
石
部
隊
（
昭
和
一
九
年
八

月
か
ら
駐
屯
）
や
、
榴り

ゅ
う

弾だ
ん

西
原
に
は
、
石
部
隊
（
昭
和
一
九
年
八

だ
ん

西
原
に
は
、
石
部
隊
（
昭
和
一
九
年
八

砲ほ
う

等
の
大
砲
を

備
え
た
砲
兵
部
隊
が
お
り
、
四
月
上
旬
以

降
、
上
原
や
棚
原
、
幸
地
で
熾し

烈れ
つ

な
戦
い

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
四
月
二
三
日
夜
に

日
本
軍
は
、
戦
線
整
理
を
行
い
、
石
部
隊

は
浦
添
の
前
田
へ
移
動
し
、
山
部
隊
が
西

原
に
配
置
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
前
田
へ

移
動
し
た
石
部
隊
の
戦
力
は
二
分
の
一
以

下
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
五
月
四
日

に
は
、
日
本
軍
の
総
攻
撃
が
行
わ
れ
、
西

原
に
お
い
て
も
、
幸
地
・

棚
原
・
翁
長
・
呉
屋
・
小

波
津
一
帯
で
戦
闘
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
こ
の

総
攻
撃
は
失
敗
し
、
西
原

で
は
山
部
隊
の
将
兵
二
千

人
の
う
ち
生
存
者
が
約
百

人
余
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
生

き
残
っ
た
日
本
兵
は
運
玉
森
ま
で
撤
収

し
、
戦
線
は
南
下
、
五
月
中
旬
に
運
玉
森

が
陥か

ん

し
、
戦
線
は
南
下
、
五
月
中
旬
に
運
玉
森

か
ん

し
、
戦
線
は
南
下
、
五
月
中
旬
に
運
玉
森

落ら
く

す
る
ま
で
西
原
は
ま
さ
に
激
戦
地

と
な
り
、
結
果
、
焼
け
野
原
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

一
方
、
そ
の
激
戦
の
さ
な
か
、
西
原
の

住
民
は
ど
う
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
米

軍
上
陸
後
、
し
ば
ら
く
村
内
の
壕
や
墓
に

隠
れ
て
い
た
方
も
い
ま
し
た
が
、
戦
い
が

激
し
く
な
る
に
つ
れ
、
多
く
の
方
が
島
尻

へ
と
避
難
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
避
難

し
た
人
た
ち
が
更
な
る
戦せ

ん戦せ
ん戦
禍か

に
巻
き
込
ま

れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知

か
と
思
い
ま
す
。

激
戦
地
西
原
。
七
八
年
前
の
四
月
か
ら

五
月
に
か
け
て
の
ま
さ
に
こ
の
時
期
の
中

部
戦
線
に
お
け
る
一
進
一
退
の
攻
防
戦

は
、
米
軍
戦
史
で
も
「
戦
史
上
も
っ
と
も

熾し

烈れ
つ

は
、
米
軍
戦
史
で
も
「
戦
史
上
も
っ
と
も

れ
つ

は
、
米
軍
戦
史
で
も
「
戦
史
上
も
っ
と
も

な
血
み
ど
ろ
の
戦
闘
」
と
表
現
さ
れ

る
程
で
、
米
軍
は
宜
野
湾
の
嘉
数
か
ら
首

里
城
ま
で
の
た
っ
た
五
キ
ロ
を
約
一
カ
月

半
か
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
渦
中

に
西
原
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

参
考
資
料
：『
西
原
町
史
』
第
一
巻
「
通
史
編
」

／
西
原
町
教
育
委
員
会
・『
戦
史
叢
書
沖
縄
方

面
陸
軍
作
戦
』
／
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室

沖
縄
戦
時
下
の
西
原

お
問
い
合
わ
せ
文
化
課
文
化
財
係  

☎
９
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４

－

４
９
９
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３月
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幸地より出土した九六式
十五糎榴弾砲
※現在は中央公民館裏に展示

1945年（昭和20）年運玉
森が見える空中写真

【沖縄県公文書館所蔵】

マイナンバーカードのハガキ（交付通知書）が届いたら、早めの受取りを！
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　太陽石油㈱と南
西石油㈱から西原
町「新型コロナゆい
まーる募金」に合計
200万円の寄附金
の贈呈がありまし
た。
　南西石油株式会

社の村
むら
上
かみ
統
おさむ
代表取締役社長は「地元企業として西原町の発展

の一助になれば幸いです」と思いを語りました。
崎
さき
原
はら
町長は「コロナ禍の影響を受けた方の支援や人材育成に

活用していきます」と感謝の意を述べました。

　西原町遺族会が令和4年度をもって創立70年の歴史に幕を
下ろしました。
　遺族会の解散に伴い、本会の財政調整基金の寄附金贈呈式が
行われ、西原町・西原町社会福祉協議会・西原町老人クラブ連
合会へ合計2,680,973円が贈呈されました。
玉
たま
城
き
弘
ひろ
昌
まさ
会長は「遺族の福祉を支援することを目的に創立

し、70年を迎えたが、会員の高齢化のため解散することとな
りました。これまで遺族会の活動にご支援ご協力いただいた
皆様に感謝申し上げます」と述べました。
崎
さき
原
はら
町長は「長きに渡り、遺族の皆様のためにご尽力いただ

き大変ご苦労様でした。遺族会の思いをしっかり受け止め、平
和の大切さを後世に伝えきれるよう、平和事業に活用していき
ます」と感謝の意を述べました。

　西原町交通安全推進協議会（崎
さき
原
はら
盛
せい
秀
しゅう
会長）からランドセル

カバー、浦添地区交通安全協会（多
た
喜
き
和
かず
彦
ひこ
会長）から交通安全反

射材付巾着、浦添地区防犯協会（大
おお
宜
ぎ
味
み
朝
あさ
雄
お
会長）から「いかの

おすしクリアファイル」が、町内4小学校の新1年生へ寄贈され
ました。
新
にい
島
じま
悟
さとる
教育長は「毎年、寄贈していただき感謝している。新

たに入学する241名の新1年生が安全・安心な学校生活を送れ
るように活用します」と述べました。

コロナ後の未来のために

南西石油㈱・太陽石油㈱　寄附金贈呈式

恒久平和のために
西原町遺族会　寄附金贈呈式

企業版ふるさと納税（人材派遣型）
第一生命保険㈱から西原町職員に！

児童の安全を願って

3月13日月

4月6日金 4月3日月

4月11日火

4月5日水

　民間企業から
人材派遣を受け
る「企業版ふる
さと納税（人材
派遣型）」を活用
し、第一生命保
険㈱から比

ひ
嘉
が
利
り

佳
か
さんを西原町

職員として迎え
入れました。こ
の取り組みは西
原町初、県内2

例目となります。
崎
さき
原
はら
町長は「企業のノウハウを活かし、まちづくりの発展や

課題解決に尽力してほしい」と激励しました。
　比嘉さんは「これまで培ったスキルや経験を活かして西原
町のために頑張ります」と意気込みを語りました。
　比嘉さんの任期は2年間となっており、官民連携事業と地方
創生事業の推進に取り組んでいきます。

　東京大学（理科一類）に現役合格した開邦高校の前
まえ
田
だ
春
はる
樹
き
さんと父朋

とも
哉
ちか
さんが

崎
さき
原
はら
盛
せい
秀
しゅう
町長を訪ね、合格を報告しました。

　春樹さんは西原東小学校、西原東中学校卒業後、開邦高校へ進学。高校では弓
道部として部活に励み、生徒会長も務めていました。
　崎原町長は「素晴らしい快挙。文教のまち西原の誇りである。これからの活
躍を期待しています」と祝福しました。
　春樹さんは「周りの支えがあって、自分を信じて頑張ってこれました。合格で
きてほっとしました。将来は研究者になりたいです」と抱負を話しました。

東京大学　現役合格！！

広報にしはら No.615 R5.5.1 8マイナンバーカード申請・マイナポイント申込はお早めに！
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